
正
月
明
け
か
ら
著
し
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス-

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感

染
拡
大
が
続
い
て
い
ま
す
。

吉
川
ま
ち
づ
く
り
自
治

協
議
会
は
、
１
月
７
日
に

あ
っ
た
東
広
島
市
か
ら
の

連
絡
を
受
け
て
行
事
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
連
絡
の
内
容
は
、
感

染
者
数
が
極
め
て
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
広
島
県

は
、
１
月
９
日
か
ら
同

31

日
迄
の
「ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
」を
県

吉
川
小
学
校
の
児
童

は
、
朝
７
時
30
分
頃
に

は
小
学
校
に
到
着
し
て

き
ま
す
。
通
学
路
で
は
、

近
く
の
方
が
付
き
添
い

小
学
校
近
く
ま
で
一
緒

に
歩
い
て
い
ま
す
。

学
校
近
く
の
県
道
横

断
歩
道
に
は
、
付
き
添

い
の
方
・学
校
の
先
生
・

交
通
指
導
員
が
注
意
を

は
ら
い
児
童
の
通
学
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

南
部
の
10
市
3
町
に
適

用
す
る
こ
と
し
ま
し
た

(

14
日
か
ら
県
内
全
域)

。

そ
の
内
容
は
、
①
外
出

の
削
減
、
②
飲
食
店
な

ど
の
利
用
と
感
染
予
防

③
他
地
域
へ
の
移
動
の

自
粛
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
地
域
セ
ン
タ

光
景
は
、
夏
も
冬
も
同

じ
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ

て
い
ま
す
。
付
き
添
わ

れ
る
皆
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン

の
貸
館
業
務
に
つ
い
て

は
、
①
新
規
利
用
予
約

受
付
を
中
止
、
②
既
に

使
用
許
可
を
受
け
て
い

る
団
体
に
つ
い
て
は
、
対

策
を
講
じ
利
用
可
能
、

③
令
和
4
年
2
月
1
日

（火
）
以
降
の
利
用
予
約

は
可
能
（感
染
状
況
に

よ
り
、
利
用
制
限
期
間

の
延
長
等
）と
す
る
内
容

で
す
。

あ
わ
せ
て
、
工
業
団
地

西
隣
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園

は
、
新
規
利
用
予
約
を

同
期
間
中
止
す
る
こ
と

い
ま
吉
川
地
域
で
は
、

大
規
模
企
業
の
操
業
が

相
次
ぎ
三
，
〇
〇
〇
名

を
超
え
る
方
が
吉
川
工

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、
児

童
の
安
全
を
見
守
っ
て

い
ま
す
。
「見
守
り
が
習

慣
化
し
て
、
土
日
の
朝

は
リ
ズ
ム
が
崩
れ
る
」と

と
な
り
ま
し
た
。

吉
川
自
治
協
主
催
行

事
は
、
市
か
ら
の
連
絡

「期
間
内
の
集
合
会
議

は
、
中
止
、
延
期
、
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
」を
受
け
て

対
応
し
、
飲
食
を
伴
う

行
事
の
自
粛
を
引
き
続

き
お
願
い
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

業
団
地
に
通
勤
し
て
い

ま
す
。
朝
夕
の
時
間
帯

は
、
途
切
れ
の
な
い
通

勤
車
両
が
通
行
し
て
い

ま
す
。
地
域
を
縦
断
す

る
県
道
は
、
戸
坂
エ
リ

ア
な
ど

一
部
を
除
き
歩

道
付
き
の
道
路
が
整
備

話
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
見

守
ら
れ
て
通
学
す
る
子

供
た
ち
が
い
ま
す
。

⑴
と
ん
ど
は
、
飲
食
を

伴
う
こ
と
か
ら
全
地
区

で
中
止
。

⑵
新
年
互
礼
会
、
中
止

⑶
吉
川
活
性
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
第
19
回

会
議(

1
月
13
日)

延
期

⑷
第
６
回
理
事
会(

１

月
29
日)

延
期

⑸
不
法
投
棄
缶
瓶
回
収

作
業(

2
月
6
日)

中
止

⑹
学
生
協
働
支
援
隊
等

と
の
打
合
せ
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
を
原
則

こ
れ
か
ら
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
県
市
か
ら
の
規

制
に
係
る
連
絡
や
第
３

回
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状

況
を
踏
ま
え
て
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
、
地
域

の
対
応
を
適
時
報
告
し

て
い
き
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
た
車
両
、
横
断

歩
道
で
待
機
し
て
い
る

方
が
い
る
の
に
止
ま
ら

な
い
車
両
、
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
の
た
め
に
４
ｍ
幅
の

農
道
を
急
ぐ
車
両
な
ど

事
故
を
招
き
か
ね
な
い

状
況
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。高

齢
者
が
多
い
地
域

で
、
フ
レ
イ
ル(

虚
弱
体

質
化)

を
予
防
す
る
た

め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

推
奨
し
地
域
で
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

事
故
防
止
は
地
域
課
題

で
あ
り
、
対
策
の
具
体

的
実
施
が
急
が
れ
ま
す
。

一
方
、
子
ど
も
た
ち
が

事
件
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
る
可
能
性
は
、
午
後
・

夕
刻
の
方
が
朝
よ
り
は

高
い
と
の
報
告
も
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
は

独
居
の
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
世
帯
も
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

地
域
の
見
守
り
活
動
が

重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
活
動
は
行
政
に
依

存
す
る
だ
け
で
は
解
決

で
き
な
い
面
も
あ
り
、
地

域
の
方
々
で
の
共
助
も

大
切
で
す
。

地
域
の
こ
れ
か
ら
を

見
据
え
て
、
安
全
・安
心

な
地
域
を
、
子
供
た
ち

世
代
の
こ
れ
か
ら
に
残

し
て
い
く
た
め
の
取
組

み
を
皆
さ
ん
で
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
い
ま
活

動
さ
れ
て
い
る
方
皆
さ

ん
に
感
謝
し
て
、
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【二宮商店前での横断風景】

【2020年とんど】

【2020年互礼会】

12月末を締切りとした｢吉川まちづくりに関するアンケート｣の集計
作業を、ひとむすび・学生協働支援隊と事務局で進めています。
アンケート回収には、402名の方の協力をいただきました。回収
率は約54％、全世代から回答を頂きました。
集計結果は、理事会で確認した後、遅くとも令和４年度通常総会
迄には住民の皆さんに報告することとして作業を進めています。



“よしかわだより”に関するお問い合わせは、吉川まちづくり自治協議会にご連絡下さい。

第
14
回
吉
川
史
跡
保
存

会
を
1
月
7
日
開
催
し
ま

し
た
。
会
に
は
14
名
が
参

加
し
、
吉
川
村
に
お
け
る

竹
内
家
の
レ
ガ
シ
ー
に
つ

い
て
吉
川
村
誌
を
ベ
ー
ス

に
考
え
て
い
き
ま
し
た
。

竹
内
家
が
吉
川
村
で
初
め

て
庄
屋
と
し
て
名
を
残
す

の
は

一
七
九

一
年
の
こ
と
。

そ
れ
以
前
、
一
七
二
〇

年
に
は
村
内
第

一
位
の
田

畑
所
持
者
と
な
り
、
そ
の

時
期
、
天
候
不
順
や
ウ
ン

カ
等
に
よ
る
収
穫
減
に
よ

っ
て
飢
饉
状
態
が
続
き
、

吉
川
村
で
は
庄
屋
が
出
せ

な
い
ほ
ど
の
影
響
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

災
害
に
よ
る
貧
し
い
人

や
被
災
者
に
対
す
る
救
援

が
竹
内
家
な
ど
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

庄
屋
と
な
っ
た
後
は
、
他

地
域
を
ま
と
め
る
割
庄
屋

な
ど
も
務
め
、
地
域
の
農

業
振
興
や
雇
用
の
場
を
作

る
事
業
も
進
め
て
い
き
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
施
策
と
し
て
、

①
小
作
米
の
品
評
会
、
②

酒
造
業
、
③
竹
内
農
場
、

④
気
象
観
測
所
と
時
鐘
報

の
設
置
に
よ
る
農
産
物
の

収
穫
量
増
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

一
八
七
二
年(

明
治
５
年)

に
庄
屋
制
が
廃
止
。
新
た

に
戸
長
制
度
施
行
で
初
代

戸
長
、
戦
前
戦
後
の
村
長

就
任
、
農
協
の
前
身
吉
川

信
用
組
合
の
設
立
と
組
合

長
就
任
な
ど
、
地
域
の
指

導
者
と
し
て
も
活
躍
さ
れ

た
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

次
回
は
、
「村
の
支
配
と
行

政
組
織
」
に
つ
い
て
学
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

通
い
の
場
＝
吉
川
げ
ん

き
塾
１
月
13
日
の
回
は
、

市
医
療
保
健
課
の
方
か
ら

百
歳
体
操
の
指
導
を
頂
き

ま
し
た
。
体
操
の
後
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

予
防
を
意
識
し
た
活
動
の

ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

急
増
す
る
「健
康
２
次
被

害
」
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
に
よ

る
外
出
自
粛
で
特
に
高
齢

の
方
は
、
免
疫
力
の
低
下
・

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
の
病
・

筋
力
低
下
に
よ
る
転
倒
骨

折
・認
知
機
能
の
低
下
か

ら
要
介
護
・寝
た
き
り
に

な
る
等
の
リ
ス
ク
を
高
め

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、
運
動
し
て
い
る
人

の
方
が
感
染
・重
症
化
リ

ス
ク
も
低
い
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た
と
の
こ
と
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
感

染
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ

と
で
、
通
い
の
場
を
可
能

な
限
り
継
続
す
る
よ
う
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
吉
川
げ
ん
き
塾
で

は
、
前
後
左
右
と
も
２
ｍ

間
隔
を
確
保
し
て
席
を
設

け
、
入
館
中
は
全
員
が
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

入
場
時
は
、
体
温
測
定

と
手
指
消
毒
を
行
い
、
体

操
の
前
に
は
脈
拍
数
の
確

認
を
行
い
ま
す
。

実
施
す
る
体
操
・脳
ト
レ

と
も
、
参
加
者
同
士
が
直

接
触
れ
な
い
、
大
声
を
出

さ
な
い
こ
と
等
を
注
意
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
が
続
く

こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
東
広

島
市
な
ど
の
指

導
に
よ
る
感
染

防
止
策
を
正
し

く
実
施
し
、
高
齢

者

の
フ
レ
イ
ル

(

虚
弱
体
質
化)

対
策
に
対
応
す

る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。
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東広島市市民活動情報サイト「すきかも」もご覧ください
https://www.higashihiroshima.sukikamo.jp/

ひとむすび・学生協働支援隊のメンバーな
どが作成に関わってきた吉川小学校のPR動
画「知ってほしい！私たちの小学校―大学生
による東広島市立吉川小学校」が完成し、12
月下旬からYoutubeにUPしています。市教
育委員会の後援も頂いています。
来年度60名を下回る状況もありますが、
小学校の魅力、地域とのつながり、先生の思
いなどを動画にまとめ、地域の魅力を発信し
て頂いています。是非ご覧になっていただき
皆さんで吉川小学校の魅力を発信していき
ましょう。合わせて、ご覧になっての感想を吉
川自治協事務局までお聞かせください。

竹内農場産
ラベル ⇒


